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要 約

岡山県の和牛（黒毛和種）における産肉形質の遺伝的な改良を推進するため、ＢＬＵＰ

法アニマルモデルによる育種価を推定した。この第 44･45 回育種価は、種雄牛の選抜に活

用するとともに優良雌牛の選定・保留などの和牛改良の基礎資料として、畜産関係機関及

び畜産農家へフィードバックを行った。以下、第 45 回育種価について報告する。

１ 分析に用いた枝肉成績は 40,219 件であった。

２ 育種価判定頭数は、種雄牛 1,280 頭、繁殖雌牛 27,829 頭であった。

３ 育種価が判明した繁殖雌牛のうち供用中と考えられるものは、4,190 頭であった。
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緒 言

岡山県の和牛（黒毛和種）における産肉形質の

遺伝的な改良を推進するため、ＢＬＵＰ法アニマ

ルモデルによる育種価を推定し、種雄牛の選抜に

活用するとともに、優良雌牛の選定・保留などの

基礎資料として、畜産関係機関及び畜産農家へフ

ィードバックを行った。以下、最新の育種価であ

る第 45 回の成績を基に県下繁殖雌牛の育種価の

概要について報告する。

材料及び方法

１ 分析材料

分析に供した枝肉データは、昭和 63 年 12 月か

ら平成 29 年２月までに収集された枝肉データ

40,398 件のうち、病牛と考えられるものや肥育

農家が不明なもの 179 件を除いた 40,219 件を用

いた。なお、枝肉データ収集場所は岡山県営食肉

地方卸売市場ほか 49 カ所の食肉市場であった。

２ 分析対象形質

分析を行った枝肉形質は、枝肉重量、ロース芯

面積、バラの厚さ、皮下脂肪厚、歩留基準値及び

脂肪交雑基準値の６形質とした。

３ 遺伝的パラメーター及び育種価の推定に用い

た数学的モデル

対象集団の遺伝的パラメーター及び育種価に

ついては、ＢＬＵＰ法アニマルモデル（公益社団

法人全国和牛登録協会作製）により推定した。

なお、数字モデルは次に示したとおりである。

Yijklm=μ+Si+Nj+Hk+Aijklm+b1(Xijklm-X)

+b2(Xijklm-X)2+b3(Rijklm-R)+Eijklm

Yijklm：枝肉成績の観測値

μ ：全平均（基準年=昭和 50 年）

Si ：性の効果（母数効果）

Nj ：出荷年次の効果（母数効果）

Hk ：肥育者の効果（変量効果）

Aijklm：育種価

b1,b2 ：出荷月齢に対する 1 次及び 2 次偏回

帰係数

Xijklm：出荷月齢

X ：出荷月齢の算術平均

b3 ：近交係数に対する 1次回帰係数

Rijklm：近交係数

R ：近交係数の算術平均

Eijklm：残差
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結果及び考察

１ 枝肉データ及び基本的統計数値

収集した枝肉データを出荷年別にまとめ、それ

ぞれについて、枝肉データ数及び出荷月齢、枝肉

重量、ロース芯面積、バラの厚さ、皮下脂肪厚、

歩留基準値、ＢＭＳ No.の平均値を表１に示した。

雌、去勢の構成をみると 70.5 ％が去勢牛のも

のであるが、近年は、雌が３割を超えている。

また、分析した枝肉形質について、平成 21、

22 年の出荷はそれ以前に比べて月齢が長くなる

傾向が見られたが、平成 23 年以降は、横這いの

傾向であった。枝肉重量及びバラの厚さは、平成

21 年にかけて増加し、その後伸びは鈍化してい

たが、平成 26 年は枝肉重量が増加している。ロ

ース芯面積は、平成 23 年以降、増加傾向であっ

たが、平成 26 年以降は横這いであった。ＢＭＳ

No.は、平成 23 年以降、増加傾向である。性別で

は、去勢が雌に比べて出荷月齢約 1.0 ヵ月早く

なっていた。

さらに、枝肉データから血統を５代祖まで遡っ

た血縁データは、29,109 件（種雄牛 1,280 件、

繁殖雌牛 27,829 件）であったことから、この件

数が、今回の育種価判明頭数であった。
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２ 産肉形質の遺伝率

枝肉データから推定された産肉形質の遺伝率を

図１に示した。

これによると、いずれの産肉形質についても

30%以上の遺伝率を示した。ロース芯面積、皮下

脂肪厚、歩留基準値及び脂肪交雑基準値の遺伝率

は高く、50%を越えている一方、バラの厚さは約

30%で、他の形質に比べて環境要因の大きいこと

が伺えた。

３ 育種価の概要

（１）育種価判明状況

繁殖雌牛について、過去３年間に分娩が確認さ

れたものを「供用中」とし、その頭数は 4,190 頭

であり、平成 29 年２月１日現在の岡山県の繁殖

雌牛頭数は 3,342 頭であることから、繁殖雌牛群

の育種価判明率は 79.8%と推定した。

また、繁殖雌牛について生まれ年別の育種価評

価頭数を図２に示した。なお、平成 22 年生まれ

は枝肉成績が得られたものの評価値である。

（２）育種価から推定される繁殖雌牛の期待枝肉

成績の分布状況

育種価から推定される繁殖雌牛の期待枝肉成績

の分布を図３～８に示した。

産肉能力の分布では、全ての形質で供用中のも

のが評価全体よりも能力が向上していることを示

していた。この傾向はＢＭＳ No.で特に顕著であ

り、繁殖農家において、脂肪交雑を中心とした改

良・選抜が積極的におこなわれていることが推測

される。一方、枝肉重量、ロース芯面積及びバラ

の厚さといった肉量に関わる形質については、評

価全体よりも供用中のもので期待成績の分布が広

くなる傾向が見られる。また、皮下脂肪厚につい

ては、評価全体と供用中のものとでは分布の差が

見られなかった。脂肪交雑に比べて肉量や歩留ま

りによる選抜が積極的でないことが伺える。



（３）育種価から推定される繁殖雌牛の期待枝肉

成績の遺伝的すう勢

育種価から推定される繁殖雌牛の期待枝肉成績

の各項目について、繁殖雌牛の生まれ年別の平均

値の推移を示す（図９～ 14）。

皮下脂肪厚を除く、いずれの形質も改良が進ん

でおり、特に、平成 10 年生まれ以降の繁殖雌牛

の産肉能力は肉量、肉質ともに優れており、これ

は平成６年から開始した育種価に基づく保留手法

の定着や現場後代検定による精度の高い種雄牛造

成によるものと考えられる。

ただし、平成 19 年生まれ以降の繁殖雌牛のバ
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ラの厚さ、皮下脂肪はともに停滞傾向がみられた。

（４）近交係数の年次変化

繁殖雌牛の近交係数の年次変化を図 15 に示し

た。

平成 10 年生まれ以降減少していたが、平成 14

年以降徐々に増加し、平成 19 年生まれは４％を

超える水準となったが、平成 20 年生まれでは再

び減少に転じた。これらの傾向は、交配される種

雄牛の変化を反映しており、平成 20 年生まれ以

降ではそれまでと系統の異なる種雄牛の利用が進

んだと考えられる。

（５）同父半姉妹間の期待枝肉成績のばらつき

育種価判明娘牛が多い 19 頭の種雄牛の父方半

姉妹の期待枝肉成績の平均値と標準偏差を図 16

及び 17 に示す。

同一種雄牛でも娘牛の育種価には、かなりのば

らつきが見られる。雌牛の保留（母牛の後継選

抜）は、種雄牛と母牛の育種価から算出した期待

育種価を基に選抜し、その後母牛から生まれた第

一子の枝肉データによる母牛の育種価が判明して

から、最終の保留決定を行うことが改良上重要で

ある。
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